
・地域の災害不安を無くする幅広防災訓練
・炊き出しの充実でゆとりを持つ防災訓練

防災の原点より再出発

板宿小学校区防災福祉コミュニティ

10月訓練
   新型コロナウィルスの感染拡大状況が落ち着いてから、初めての大規模な訓練ということもあり、基本事項の確
認を中心とした内容であり、感染防止対策にも十分に留意しながら、短時間で過度な負担とならない訓練を企画し
ています。
　今後、訓練を再開していくに当たり、方向性や重点事項を確認するために必要な企画と位置づけています。

2月訓練
　高齢者・要援護者・子どもといった災害弱者を地域全体で守るために、できるだけ多くの多種多様な方に参加し
てもらうよう、時期や訓練内容、感染防止対策などを熟慮しています。地域のおとなの人たちが小学生に指導し
て、震災が発生したときに必要なことを体験して学びます。

事業全体にかかる費用 ¥270,445

１０月訓練
　避難所開設訓練
　要援護者の誘導、受付、避難所名簿の作成、避難者の配置

２月訓練
・煙体験ハウスを設置して体験する
・水消火器を使用して初期消火訓練を実施する
・消防団員が指導して救急救命講習を行う（AEDの取り扱い）
・消防職員が指導して三角巾によるケガの手当ての講習を行う
・防災福祉コミュニティの方が指導して車いす取扱い訓練を行う
・水道局によるふっQ水栓取扱訓練を行う
・竹を使用し簡易担架にて搬送訓練を行う
・119番通報訓練

提案型助成額 ¥200,000

８月 ２９日 打ち合わせ
10月 2日 訓練実施
11月 22日 打ち合わせ
２月 ２６日 訓練実施

板宿小学校、板宿防災福祉コミュニティ、須磨消防団第２分団、須磨消
防署
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避難訓練

簡易担架搬送訓練 ふっQ水栓取扱訓練

心肺蘇生法訓練 要援護者搬送支援訓練

活 動 写 真


